
ユニバーサルツーリズムに関する観光庁の取組

出典：◎平成30年10月12日開催「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律の一部を改正する法律」
説明会観光部提供資料

◎観光庁HP https://www.mlit.go.jp/kankocho/shisaku/sangyou/manyuaru.html
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中部運輸局
ユニバーサルツーリズムと観光庁の取組

ユニバーサルツーリズムとは、すべての人が楽しめるようつくられた旅行であり、高齢や障がい等の
有無にかかわらず、誰もが気兼ねなく参加できる旅行

■観光庁のこれまでの取り組み

平成18年度 ユニバーサルデザインの考え方に基づく観光促進検討会

平成19年度
◎観光立国推進基本計画（H19/6）
「ユニバーサルデザインの考え方に基づく観光の促進」
◎観光のユニバーサルデザインガイドライン（H20/3）

平成20年度 ◎観光庁発足（H20/10） ◎シンポジウムの開催(H21/3)

平成2３年度 旅行の送り手にかかる課題の検討
◎観光立国推進基本計画（H24/3）
「ユニバーサルツーリズムの促進」

平成2４年度 旅行の着地側にかかる課題の検討 ◎シンポジウムの開催(H25/2)

平成25年度 受入拠点の強化／旅行商品の供給促進に向けた検討／旅行による効用の検証

平成26年度
更なる受入拠点の強化／旅行商品の供給促進に向けた検討／マーケティングデータ整備／
外国人旅行者（高齢者、障がい者等）への対応検討 ◎シンポジウムの開催(H27/3)

平成27年度
受入拠点の効果検証／旅行業者の効果検証／ユニバーサルツーリズムの更なる普及促進／
乳幼児連れ及び妊産婦旅行促進 ◎シンポジウムの開催(H2８/3)

平成28年度
受入拠点の更なる普及と受入体制強化手法の検討／
宿泊施設における情報発信等のあり方の検討

◎障害者差別解消法（H28/4）
◎ユニバーサルデザイン２０２０行動計画（H29/2）

平成29年度
○宿泊施設、旅行業、観光地域それぞれの接遇マニュアルの作成とその普及方法
○バリアフリー旅行相談窓口の情報発信に係る検討 等

平成30年度
○多様なユニバーサルツアーの商品化に向けたコンテンツの調査
○モデル事業により、経済活性化に資する商品の検証 等
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中部運輸局

令和元年度
多様なユニバーサルツーリズムにおける問い合わせ窓口の新規設置や機能強化を支え、各観光地域のバリア
フリーに関する情報収集が容易にできる環境づくりに貢献することを目的として、「バリアフリー旅行相談窓
口の現状調査」と「旅行相談窓口設置に係る実証事業」を実施

令和２年度
地域におけるサポート体制の強化を目的とした現状調査や実証事業
◎実証事業の結果報告とユニバーサルツーリズムの普及・促進のための広報を兼ねたシンポジウムの開催

令和3年度 観光施設における心のバリアフリー認定制度の創設

令和４年度
ユニバーサルツーリズムの更なる促進の根拠となる調査結果の取得を目的として、ユニバーサルツーリズムの
普及状況や課題及び「観光施設における心のバリアフリー認定制度」の課題等について調査

ユニバーサルツーリズムと観光庁の取組
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中部運輸局
地域におけるバリアフリー旅行相談窓口 参考資料３

4



中部運輸局

【主な活動】
• 地元の障がい者らと共に、伊勢志摩及び三重県の観光バリアフリー調査を行い、ホームページや雑誌など
で情報を発信。

• 障がい者、高齢者の方々のが、「行けるところ」よりも「行きたいところ」へ！の実現のための、スタッ
フ常駐の相談窓口を開設。

• 宿泊先の紹介、観光案内などの情報提供やアドバイスを実施。

伊勢志摩バリアフリーツアーセンター

【参考】各地域のバリアフリーツアーセンターの活動

◎『バリアフリー観光相談センター』として、2002年に日本で初めて発足したNPO法人

【その他特徴等】
• バリアフリーの基準を設備の有無や数値などによって定めるのではなく、「旅行者それぞれの状態と希望
を基準として考える」という『パーソナルバリアフリー基準』に沿った情報提供やアドバイスを実施して
いる。

• 持続可能なサポートシステムとして、伊勢神宮内宮の参拝をサポートする「伊勢おもてなしヘルパー」を
構築（ 2017年2月から稼働）するなど、参拝に不安を抱えているたくさんの方々のお手伝いをしている。
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中部運輸局
【参考】各地域のバリアフリーツアーセンターの活動

佐賀嬉野バリアフリーツアーセンター

◎「温泉入浴のバリアフリー化」に最も特化し、
ハード・ソフト両面からのBF化を推進

カムイ大雪バリアフリーツアーセンター

◎ 車いす愚連隊と旭川医科大学をはじめとする
地域の大学関係者、病院、介護施設、福祉用具、
旅行、ホテル、料飲食企業 などの専門家や障害者
スポーツ振興支援会、観光協会、市民団体等
地域の産学官民が協働連携

石川バリアフリーツアーセンター

◎ 地元で塗装会社を経営している
人たちが「各地の相談センターのよ
うなものを是非石川に作りたい」と
いう熱い想いに、観光関係者等の
協力を得て設立

別府・大分
バリアフリーツアーセンター

◎ 豊富な温泉湧出量を誇る日本
を代表する国際温泉観光地であ
る別府市に本拠地を置いて活動中

かごしま
バリアフリーツアーセンター

◎ 車椅子ユーザーを中心に、
鹿児島県内全域（離島も含む）に
わたるバリアフリー観光の普及・
促進活動を実施
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中部運輸局
【参考】知事による宣言

＊出典：伊勢志摩バリアフリーツアーセンターホームページ ＊出典：沖縄県ホームページ
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